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氏 名 松 原 義

博士の専攻分野の名称 博士(文学)

学位記番号 第 1 5 9 0 7 ぢ1::2 

学位授与年月日 平成 13 年 3 月 23 日

学位授与の要件 学位規則第 4 条第 1 項該当

文学研究科国文学専攻

学位論文名 『塵荊抄』の研究

論文審査委員 (主査)

教授伊井春樹

(副査)

教授後藤昭雄 助教授荒木 浩

論文内容の要旨

本論文は、師僧と児二人による物語の体裁をとりながら、仏教、神事、歴代天皇、源平両氏の列伝や文学、遊芸、

その他さまざまな知識を披濯した中世の説話的な雑纂書の『塵荊抄』についての、成立基盤や他の作品との関連を多

方面から論究した内容である。全体は四章と資料翻刻の付章からなり、それぞれに節を設けて構成し、 400字詰原稿

用紙に換算しておよそ 1600枚ばかりになる。なお、『塵荊抄』は現在のところ国立国会図書館蔵写本11巻11冊の存在

が知られているにすぎなく、部分的な研究はなされているものの、全体像の体系的な考察には及んでいなし、。

第一章 rT塵荊抄』の成立と構成」の第一節「木戸孝範と『塵荊抄』の成立」では、『塵荊抄』が文明14年のころに

執筆され、延徳 3 年に書き継がれたとの論拠を手がかりに、著者の可能性として木戸孝範を提唱するo それと関連し

て、宗祇が源氏物語の青表紙本を相伝したとされる謎の人物「志多良」について、新しい視点から孝範を指すとの提

案もする o 第二節 rr塵荊抄』の対話戯曲構成」では、老僧と玉若・花若の二人の童子による対話は、戯曲的な構成

であるとし、作品の効果的な表現の背景をさぐる。第二章 rr塵荊抄』の位相」では、第一節 rr長能私記」の逸文孜」、

第二節 rr伊勢物語秘注事』とその周辺」、第三節 rr人丸と赤人」孜」とし、『塵荊抄』の記述と各種の資料との関連

性を考察し、それぞれの意義と位置づけをしていく。第三章 rr塵荊抄』と神仙語」では、第一節「竹取翁語孜」、第

二節「浦島子露孜」において、神仙語としての昔話の成立と背景、説話の伝播の相を論じ、第四章 rr塵荊抄』と仏

法」では、第一節 rr隠れ蓑」物語の系譜」、第二節「藤氏の栄華とその周辺の文学J、第三節 rr伏見の翁」とその周

辺」を取り上げ、『塵荊抄』所収の説話の背景として、仏典と深い関連のもとに成立していることを明らかにするo

なお、付章「資料翻刻」では、本論と関係の深い桃園文庫蔵『伊勢物語秘柱』と、伊達文庫蔵『松が浦島』とを全文

翻刻するo

論文審査の結果の要旨

『塵荊抄』は中世特有の仏教、神道の諸説を始め、歴史、文学等さまざまな学問分野の考証、遊芸、説話などを含

む膨大な内容を持つ雑纂的な内容だけに、作品全体を対象とし、それぞ.れの位置っ・けをするのは容易なことではない。

論者はそれに果敢に取り組み、可能な限りの各種の資料を駆使し、作品の意義を解明し、文学史的な関連性を求めて
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いこうとする。それによって得られた成果も大きいが、また考察の対象から漏れた分野も多く、今後は学際的な研究

方法も考慮、される必要があろう。本論の新見の一つに、『塵荊抄』の作者を木戸孝範とする考証があり、その確認の

もとに作品を読み解いていこうとしており、その研究姿勢は至当であるにしても、前提はかなり不確実な要素も多い。

『雲玉和歌抄』著者の思"窓は孝範と親密な関係にあったことは知られてはいるが、そこから知られる孝範伝や『孝範

集』等の資料によって『塵荊抄J と結びつけるまでに、現状ではまだかなりの径庭があるように思う。

数多くの資料を博捜して『塵荊抄』と共通する文学史的、歴史的な基盤を明らかにし、諸説と密接な関連のもとに

伝来している資料の発掘は貴重な発見であり、従来とかく模糊としていた作品の位置づけがかなりの程度明らかになっ

たといえよう。散逸する『長能私記』の収集とその注釈書としての性格、人丸・赤人をー鉢とする『塵荊抄』説にい

たる背景、神仙聾としての竹取翁や浦島子物語の伝来と広がり、隠れ蓑物語と仏典の『法苑珠林』、その伝来に関与

した西円と冷泉家の問題、藤原氏の栄華と興福寺及び縁起とのかかわりなど、興味ある問題を多方面から刻扶し、真

撃に追究してし、く態度は大いに評価できるであろう。作品の性格上避けられないとはいえ、やや類推に傾き、強引に

解釈するきらいもあり、論理の構築よりも繁雑なまでの資料の引用によって説を展開しようとする記述は、難点とい

えば難点といえる。ただ、複雑で特異な『塵荊抄』という作品を、広い視野のもとに分析していった点は、今後の国

文学界に樽益するところ大なるものがあろう。このような次第で、委員会は本論文を博士(文学)の学位に充分ふさ

わしい価値を有するものと認定する。
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